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弔辞　草薙正 夫先生

　故 草 薙 正 夫先 生 の ご葬儀 に 当た り 、 日本ヤ ス パ ー ス 協会 を代表 して 謹 ん

で 哀 悼 の 言葉 を さ さげ ます 。

　先生 は 、 日本 に ヤ ス パ ー ス 哲 学が 受 容 され る最 も早 い 時期 か ら 、 翻訳や

論 文 を 通 じて ヤ ス パ ー ス 哲 学 の 研 究 と普及 に先駆 的 な役 割 を果 た され ま し

た 。 なか ん つ く、翻 訳 を 通 じて の ヤ ス パ ー
ス 哲 学 の 我 が 国で の 受容 と普及

に 関 して は 、 先生 は 、 最 大の 比 類 な き貢 献 を して 下 さい ま した 。 昭和18年

に 出版 され た 『ニ ー チ ェ 』 は 、 ヤ ス パ ー ス 哲学 の 本格的翻訳 書の 最初期 に

属 す る もの で し た し、 そ の 後の 主要 な 訳 書だ け で も主 著 『哲 学』の 第 2 巻

『実 存 開 明 』や 『理 性 と実 存』 の 厳 密 で 正 確 な 翻 訳が 有 りま す し 、 深 遠 な

思想 を平 明 に 説 い た ラ ジ オ 講演 「哲学 12講 」（現 在で は 『哲 学入 門』）の 丁

寧 で 平 明 な翻 訳 な ど枚挙 に い とま が あ りませ ん 。 ヤ ス パ ー
ス の も う

一
つ の

主 著 『真 理 に っ い て 』 の 訳 業 に つ い て も信 太 、 武 藤 両 先生 お 協 力 して そ の

基礎 を作 っ て 下 さい ま した 。 我が 国 で の ヤ ス パ ー
ス 哲学は 、 戦後 多 くの 熱

心 な信奉者 に よ っ て 研 究が 進 め られ 、 そ の 研 究成 果 は 世 界 に誇 る こ との で

き る水 準 に 有 る と思 われ ま す し 、 こ の 趨 勢は 、 現在で も若い 研 究者 に よ っ

て 継 承 され て い ま す が
、

こ れ ら戦後 の ヤ ス パ ー ス 哲 学の 研 究 者 、 信 奉者 た

ち は ほ とん ど例外 無 しに 先 生 の 多 くの 翻 訳書 の 恩 恵 を蒙 っ た 人 た ちで あ り

ま す。

　 我 が 国で 最 も早 くヤ ス パ ー ス の 思想 に 共 鳴 され た 先生 は 、 武 藤 光 朗先 生

と私 鈴 木 三 郎 と と もに 、 目本 ヤ ス パ ー ス 協会 を創 立 され ま した 。 思 え ば 、

こ の 協会創 立 の た め の 準 備 会 が 京 橋 の メ トロ ホ テ ル で 開 催 され た の は 昭 和

25年 の 暮 れ で した 。 翌 26年 の 2 月 23 日ヤ ス パ ー
ス 先生 の 誕 生 口に は発 足 会
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が 挙行 され 、 先 生 の ご 友人 金 子 武 蔵 先 生 を理 事 長 とす る 日本 ヤ ス パ ー ス 協

会 が 正 式 に 発足 しま した 。 それ 以 後 、 ほ ぼ 半世紀 に わた り 、 先 生 は 本 協会

の 創 立者 の お
一

人 と して 、 そ の 温 厚 で 篤実 なお 人 柄 を通 じて 、 本 協会 の 運

営 に 主 要 な 役割 を果 た して こ られ ま した 。

　現 在 の 私 た ち の 協 会 は 、 会 員数 は 100名 程 度 に す ぎま せ ん が 、 年
一

回 の

大会 を開催 し機 関誌 を発 行す る な ど、 先生 の 学 恩 を受 けた若 い 人 たち を 中

心 に 、 熱 心 な研 究活 動 を行 っ て い ま す 。 特 に 5 年に
一 度 開 か れ る国際ヤ ス

パ ー
ス 会議 に は 、 世 界 で 最 も古い 伝統 と実績 を持つ ヤ ス パ ー

ス 協会 と して 、

こ の 国際会議 に 共 同主催 の 形で 参画 して ま い りま し た 。 来年の ボ ス トン で

の 第 4 回 国 際 ヤ ス パ ー ス 会議 に も 、 直接 間接 に 先 生 の こ薫陶を 受 けた 弟子

や 孫 弟子 に 当た る研 究者数 名 が 参加 す る こ とに な っ て い ます 。

　 こ う した 時 に 今 、 先生 が 亡 くな られ た こ とは 、 私 ど も協 会員
一

同 に と っ

て 、 特 に ご一 緒 に 本協 会 を創 立 し運 営 して き た私 ど も に と っ て は 、 大 き な

痛手 で あ りま こ とに痛恨 の 念 に堪 え ませ ん 。 私 ど もは 、 先生の お 遺 しに な

っ た 貴重 な ご業績 と ご意志 を 生 か して 、 今後 も本協会の 初期の 目的 が 達 成

され る よ う努 め て ま い りた い と存 じます 。 こ の 世 界 を超越 した 高み か ら 、

ど うか 私 ど も後 進 をお導 き下 さい ま す よ うお 願 い し なが ら 、 お 別れ の 言 葉

とい た します 。

平成 9 年 8 月 5 口

日本ヤ ス パ ース 協会名 誉会長 　鈴木 三 郎

　 　 　 　 　 　 （葬儀 に て 代 読 林 田新二 ）
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